
（別紙様式１） 
平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

 
学 校 名 養老町立養北小学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月５日（火） 

実 施 概 要 ①午前中の教育公開 
②講師の指導の下での祖父母や保護者と児童とのふれあい活動 
③講師の方々と児童との交流給食 

実 施 内 容  学習・取組の分野 
 □自然 □歴史 ☑文化 □産業 ☑その他 
 公開の方法 
 ☑授業公開 □成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
 □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保護者 ２２０人
計    ２５８人

地域関係者 ３８人

実 施 状 況 ①午前中の教育公開 
・１，２校時の授業、朝の会、朝活動等、午前中の教育公開を行った。 
（３，４校時は、低学年と高学年とに分けて、家族ふれあい活動を実施） 
・１，２校時の授業は、通常の教科の授業を公開した。３，４校時に行う活動

のこともあり、祖父母の参観が多かった。また、家族ふれあい交流では、児

童一人一人に保護者や祖父母の方に来ていただくようお願いしてあったた

め、遠方から足を運んでいただいたり、複数の祖父母に来ていただいたりす

るなど、児童にとってもよい交流の場となった。 

②祖父母・保護者とのふれあい活動 
・低学年【簡単切り絵、昔のふれあい遊び、簡単おもちゃ、昔の遊び、簡単紙

鉄砲、簡単指編み、キッズダンス】と高学年【カローリング、囲碁・将棋、

簡単ちぎり絵はがき、皮のキーホルダー、切り絵、卓球、大正琴】の合計１

４の講座に分かれ活動した。 
・低学年は、祖父母を先生とし、祖父母の幼い頃の遊びを教えていただいたり、

一緒に楽しんだりした。高学年は、校区在住の外部講師の指導のもと、祖父

母と一緒に制作活動等を楽しんだ。作品ができあがることにより、互いので

きばえを見せ合い、さらに満足することができた。参加人数は、のべ２６０

人であった。 

成果及び課題 【成果】 
・参観だけでなく、ふれあい活動を実施したことにより、来校者に積極的に児

童とふれあっていただいたり、活動に参加していただいたりすることができ

た。「久しぶりに童心に返り、楽しい一時でした。」「十分な活動時間があり、

丁寧な作品づくりができました。」などと、嬉しい感想をいただいた。 
・祖父母との活動を実施したことにより、日頃、来校できない方も、主体的に

たくさん来校していただくことができた。この活動を楽しみにしていただい

ている方も多い。 
・講師の方へのお礼を、児童たちと一緒に食堂で給食を食べてふれあうことと、

児童一人一人がお礼の手紙を書いて届けることで感謝の意を表した。 

【課題】 
・地域の講師の方や児童の家族の参加がほとんどで、児童とつながりのない地

域の方の参加はほとんどない。地域の方が気軽に参観していただける工夫が

必要である。 

 


